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私は、ほんとうにみじめな人間です。だれがこの死の、からだから、

私を救い出してくれるのでしょうか。　
私たちの主イエス・キリストのゆえに、ただ神に感謝します。

ローマ　７：２４、２５
ローマ人へ宛てて書かれたこの素晴らしい書簡にある上記の箇所がどこにあるか、みなさんはよく御存知ですね。７章の終わりから８章へとつながる部分です。
８章の最初の１６節において、聖霊のお名前が１６回出てきますが、神の子供が聖霊の力によって生きる人生がどのようなものであるか、どのような約束を頂いているのかについて、読むことが出来る箇所です。これは２節から始まります、
「なぜなら、キリスト・イエスにある、いのちの御霊の原理が、罪と死の原理から、あなたを解放したからです。」
パウロはここから、神の御霊に導かれて歩むべき神の子供であることの素晴らしき特権につ
神の御前にもう一度身をかがめ、このように叫んでイエスの力があなたがたの中に宿り、働いてくださるのを求める用意は出来ていますか？
たとえ私たちが教会へ行き、大会に参加し、聖書を学び祈ったとしても、私たちの人生が聖霊によって満たされていないのなら、どんな意味があるでしょう？　それこそが神が望んでいることであり、それ以外には私たちには力と平安の人生を歩みようがないのです。
牧師や親が問答集を使って教える時、質問がなされればそれに対する答えが期待されているものだということは皆さんも御存知ですね？　あぁ！　どれだけ多くのクリスチャンがここに出てくる「私は本当にみじめな人間です、誰が私をこの死の身体から解放することが出来るでしょう？」という質問だけで満足してしまい、決して答えを出さないでいることでしょう。答える代わりに沈黙しているのです。
「私たちの主、イエス・キリストのゆえに神に感謝します」と言う代わりに、彼らは答えのない質問をいつまでもいつまでも投げかけ続けているのです。
再び奴隷へと逆戻りしてしまうこと、それこそがクリスチャンの歩みにおいて最も危険なことであると、私たちは常に警告されています。
ですから、私は人が奴隷から神の子供としての栄光ある自由へと入っていくための道について語りたいと思います。さらに、その人そのものについても説明しましょう。

まず第一に、これらの言葉は新生した人の言葉であるということ、第二に、不能な人の、

第三にみじめな人の、そして第四に完全な自由への境界線まで来ている人の言葉であるということです。
新生した人
この章の１４節から２３節には、新生の証拠が十分にあります。
「それを行っているのは、もはや私ではなくて、私のうちに住む罪です」、
これは新生した人、すなわち自分の心と本質が新しくされたと知っている人の言葉です。
罪は彼にとって、もはや彼自身のものではなく、彼の内側にある力なのです。
「私は、内なる人としては、神の律法を喜んでいる」、これもまた新生した人の言葉です。
私はこの点を強調したいと思います。覚えておいてください、親愛なる友よ、私たちに必要なのは、決心して、それを実行に移すことです。
御言葉のなかには二つのとても異なるタイプのクリスチャンが出てきます。
聖書はローマ書、コリント書、ガラテヤ書においては、肉にゆだねてしまうことについて語っていますが、それこそが何千何万ものクリスチャンの姿です。聖霊にある喜びの欠如、神が下さる自由の欠如などは肉に負うところが多いのです。彼らのなかに御霊は宿っているのですが、肉が彼らの生活を支配しています。
神の御霊に導かれることこそ彼らにとって必要なことです。
永遠の神がご自身の愛する御子であるキリスト・イエスを、日々私たちを見守るために与えてくださったということが何を意味しているのかということ、私たちがなすべきなのは、ただ信頼することだということ、そして、聖霊の働きとはあなたがいつでもイエスを心にとめ、彼に信頼出来るようにしてくださることなのだということ--　これらのことを私が全ての神の子供たちに理解させられるよう神が助けてくださいますように！
不能な人
多くのクリスチャンたちが犯してきた間違いがあります。
それは、新たにされた意思さえあれば、十分であると考えることです。でも、現実にはそうではありません。この新生された人は私たちに言います、
「私には善をしたいという願いがいつもあるのに、それを実行することがないからです。」
堅い決意さえあれば、自分の意思の通りに行うことが出来るものだと誰もが言います！　
しかし、この人もまた、出来うる限り精一杯決意していたのですが、それでもまだこのように告白したのです。
「私には善をしたいという願いがいつもあるのに、それを実行することがないからです。」

しかし、あなたはこう尋ねるでしょう、「神はなぜ新生した人にこんな告白をさせるのでしょう？　正しい意思と善いことをしたいと願う心を持ち、神を愛するために自分にとって出来うる最善をなしたいと願う人であるのに？」

ではこの質問について考えてみましょう。神はなんのために私たちに意思を下さったのですか？　
います。神は人々を、合理的で知的な存在であるとして導きます。
それゆえに神は約束の御霊を与えて下さるときには、まず最初に私たちを自我の終わりにまで「自分の努力で律法に従おうとしたけれども自分ではどうしようもなかった、」と確信するに至るまで、導かれるのです。
私たちがその終わりのところまで来たとき、神は聖霊によって初めて、私たちは従順の力を、勝利の力を、真の聖さの力を持ちうるのだと示してくださるのです。
神は私たちのうちに働いて志を立てさせてくださいます。そして事を行わせて下さろうとしておられるのです。
しかし、あぁ、多くのクリスチャンがこれを誤解しているのです。彼らは自分たちには志があるのでそれで十分である、すぐにそれを行うことが出来る、と考えているのです。
そうではありません。
この新しい志は永遠の賜物であり、新しくされた性質に伴うものです。しかしそれを行う力は永遠の賜物ではありません。その時その時に聖霊から頂かなくてはならないものなのです。
うる限りの努力をしているということです。それだけではありません。他にも、私は (I)、
私を (me)、私の (my) という言葉は４０回以上使われています。新生された私が、不能でありながら、御霊に満たされることなく律法に従おうとしているのです。これは信者ならほとんど誰もが経験することでしょう。
回心の後、人は自分に出来うる最善を尽くそうと努力し始め、そして失敗するのです。
しかし私たちが完全な光のなかに入れられるのであれば、私たちはもはや失敗する必要は
ありません。回心のときに御霊をその満ち満ちた様にまで頂いていたのであれば、最初から失敗する必要などないのです。

神は、新生した人が自分自身だけでは全くの不能であることを教えるために、失敗を許されるのです。この苦しみもがきのなかでこそ、私たちは自分の罪深さについてはっきりと知るようになるのです。神はこのようにして私たちを取り扱われるのです。
神が人が律法を全うしようとして努力することを許すのは、それによって人がもがき苦労するなかで、ついには 「私は新生した神の子供である、しかし神の律法に従うにはまったく無力だ」 と言えるようになるためなのです。
ほとんど解放されている人
この人は、神の麗しい律法に従おうと努力しました。律法を愛し、自分の罪のゆえに涙し、何とか克服しようとし、失敗に次ぐ失敗にも打ち勝とうと頑張りました。しかし、にもかかわらず毎回失敗に終わっていたのです。
　　彼が「この死のからだ」と言ったとき、彼は何を意味していたのでしょう？　
自分が死ぬ時の体、という意味だったのでしょうか？　決してそんなことはありません。
第８章の御言葉のなかにこの答えを見ることができます。
「御霊によって、からだの行いを殺すなら、あなたがたは生きるのです。」
これこそが、パウロが解放されたいと願っている死のからだなのです。
今や彼はもう少しで解放されるところまで来ています！　７章２３節で次のようにあるのを見ました。
「私のからだの中には異なった律法があって、それが私の心の律法に対して戦いをいどみ、私を、からだの中にある罪の律法のとりこにしているのを見いだすのです。」
分の神に従っていないように感じるので、深く落胆しているのです。彼はつぶされそうな心で言います、「 これは私が自分でやっているのではないのだ！　私は恐ろしい罪の力のもとにあって、それが私を押さえ付けているのだ！　私であって私ではない。　あぁ、あぁ！　それはがっちりと私を縛りあげ、私自身の本性のなかにしっかりと埋め込まれてしまっている・・・　確かに私自身だ・・・」 心の底から 「私はみじめな人間です！」 と告白することを学んだ人は、なんと幸いであることでしょう！　その人はローマ人への手紙第８章へと向かう途中にいます。

　なかにはこの告白を、罪の温床のようにしてしまう人も大勢います。そのような人たちは、「パウロでさえ自分の弱さや無力さをこのように告白せざるを得なかったのなら、どうして私たちがパウロ以上に努力することが出来ようか、」 などと言うのです。
そして私たちは神の聖さに預かるべき者なのだということが、どこかに置き去りにされてしまうのです。しかし神は、私たち一人一人がここに書かれている通りのパウロの気持ちそのままに、これらの言葉を言うようになることを願っておられるのではないでしょうか？
罪とは、神がどれだけ激しく憎まれる、恐るべきものであるかと聞くごとに、私たちは皆その言葉の前に縮みあがるのではないですか？　　
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